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第71回　ibstpiのインストラクターコンピテンシー
(IC)：日本での普及の条件	


•  Ibstpiとは？ー世界に広がるibstpi。主に４つのコンピテンシーセットを公開。 
•  具体的利用例	

–  アメリカ心臓協会（American Heart Association : AHA）。 
•  救急心血管治療コース(イメージ動画30秒)	

–  受講生→コアインストラクターコース（10時間）→インストラクター(28万人)　 
•  コアインストラクターコース(プロモビデオ:1分)とは？ibstpiのICを医療系コースの指導員
養成に適応させたもの。その具体的なビデオの内容。	


–  国内では、日本医療教授システム学会が普及　活動中。 
•  他団体の例-百花繚乱医療シミュレーションコース　（ICという概念がない） 
•  結論 
–  国内の医療職を中心に、ＩＣは静かに広がっている 

–  そもそもランチョンをしている場合じゃない、演者の悲惨なポータルの進捗状況。 



Ibstpi ホームページ	

全面改定間近とのこと。詳細は専攻長に。	


• 出典 http://www.ibstpi.org/index.htm  



世界に広がるibstpi	


• Average of over 25 copyright requests per month 
• Requests have come in from all over the world 
• Over 450 organisations worldwide have been granted the use ibstpi competencies. 
• 出典 http://www.ibstpi.org/Competencies/users_map_us.htm  



アメリカ心臓協会　 	


•  American Heart Association(AHA) 
•  世界最大級の非営利団体 
•  日本で言うと「日本循環器学会」 
•  心臓についての専門家（医師・看護師・救命士など
）の集まり。	


•  救急心血管治療部門（Emergency Cardiovascular 
Care : ECC)には救急心血管治療コースという営
利部門がある。 

•  米国では、病院勤務者は全員心肺蘇生法が出来
ないといけない。	




指導員養成	


• コアインストラクター	


• 一次救命処置コー
スを受講	


• 二次救命処置コー
スを受講	


• 一次救命処置コース 
指導員	


• 二次救命処置コース
指導員	


• 小児二次救命処
置コースを受講	


• 小児二次救命処置コ
ース指導員	


• 指導員資格希望者は、
全員コアインストラクタ
ーコースの受講が義務

づけられている	


• ICを医療コース指導の
文脈で、丁寧に解説。	




百花繚乱　医療シミュレーションコース	

• ＩＣＬＳ-医療職  患者急変対応コース 
• ISLS-医療職  脳卒中患者初期対応コース 
• JATEC-医師  外傷対応コース 
• JPTEC-救命士  外傷対応コース 
• JNTEC-看護師  外傷対応コース 
• INARS-看護師  心停止回避コース 
　　　　：    ：	


課題 
１．受講生レベルの講習会を複数回参加することによって
、指導員資格取得出来てしまう。 
２．教育の専門家不在のコース。コースという名の丁稚
奉公。 
３．インストラクショナルデザインも無ければ、インストラ
クター養成のためのコースも設計がない。	


IbstpiのICを導
入するマーケット
としての潜在価
値は大きい	




４つ+αのコンピテンシーセット	

• インストラクショナルデザインのコンピテンシー(2000年) 
• インストラクターのコンピテンシー(2004年) 
• 研修マネージャーのコンピテンシー(2008年) 
• エヴァリュエイター（評価者）のコンピテンシー(2008年) 
• オンライン学習者のコンピテンシー(策定中) 



イメージ動画(30sec.)	


• ＡＨＡのＡＣＬＳ（二次救命処置）コース風景。	

＊ランチョン本編にてご確認下さい＊	



